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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
中
葉
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

天
神
遺
跡
は
出
雲
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
本
調
査
は
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

高
架
建
設
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
調
査
は
全
長
二
七
〇
ｍ
に
お
い
て
実
施

し
、
木
簡
が
出
土
し
た
地
点
は

そ
の
北
東
端
に
あ
た
る
。

五
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、

遺
構
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、

層
位
的
に
見
る
と
、
中
世
末
頃

の
石
敷
遺
構
と
近
世
の
道
路
状

遺
構
の
中
間
層
か
ら
出
土
し
て

い
る
。
石
敷
遺
構
も
道
と
し
て

使
用
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て

近
世
道
路
が
敷
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
石
敷
遺
構
の
直
上
か
ら
は
符
と
馬
歯

が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
木
簡
も
中
世
末
を
上
限
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(4)五
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
上
端
部
側
面
に
切
り
込
み
を
も
つ
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
付
札
木
簡
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
墨
書
の
記
載
内
容
は
、
い

ず
れ
も
簡
略
す
ぎ
る
う
え
、
山
陰
地
方
で
い
ま
だ
に
近
世
木
街
の
報
告
事
例
が
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ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
比
較
分
析
し
う
る
資
料
が
な
い
。

具
体
的
用
途
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
木
簡
に
書
か
れ
た
物
品
の

容
量
と
考
え
ら
れ
る

「
三
升
」
（い
⑪
）
「弐
升
」
（ω
）
の
ほ
か
に
、
「よ
こ
う

へ
」
（Ш
）
「
よ
け
う

へ
」
（③
団
）
の
記
載
か
ら
は
共
通
し
た
用
途
で
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
い
い
の
木
簡
は
、
法
量
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
う
え
、
機
能

と
直
接
関
係
し
な
い
上
端
、
下
端
部
の
ケ
ズ
リ
や
角
欠
き
な
ど
に
類
似
点
が
多

く
、
製
作
主
体
の
親
近
性
が
窺
わ
れ
る
。　
一
方
で
、
残
る
②
⑪
働
の
製
作
技
法

は
い
い
と
は
異
な
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
五
点
の
木
簡
は
記
載
内
容
や
付
札
と
い
う
機
能
か
ら
み
る

と

一
群
の
木
簡
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
共
通
す
る

も
の
と
異
な
る
も
の
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
製
作
技

法
の
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
端
に
段
を
有
す
る
②
の
よ
う
に
、
木
簡
の

機
能

・
用
途
に
よ
る
差
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
上
端
、
下
端
の
キ
リ

・
オ

リ
の
ケ
ズ
リ
の
あ
り
方
、
い
の
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

木
簡
の
二
次
的
利
用
の
問
題
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
製
作
主
体
の
差
を
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
木
簡
の
製
作
技
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
古
代
と
は
異
な
り
、
近
世
木

簡
で
は
台
飽
な
ど
の
工
具
に
よ
る
成
型

・
調
整
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ω
①
⑬
に

は
、
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ

・
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
み
ら
れ
、
古
代
の
木

簡
同
様
、
小
型
の
刃
物
に
よ
る
調
整
が
認
め
ら
れ
た
。

近
世
木
簡
の
場
合
、
武
家
や
公
家
が
荷
物
輸
送
の
際
に
用
い
た

「絵
（会
）

符
」
や
水
戸
藩
領
に
お
け
る
江
戸
廻
送
用
の

「御
城
米
」
に
取
り
付
け
た

「城

米
札
」
な
ど
、
文
献
に
よ
っ
て
用
途
や
機
能
が
か
な
り
詳
細
な
部
分
ま
で
明
ら

か
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
本
遺
跡
出
土
の
本
簡
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
近
世

文
献
史
料
か
ら
用
途
が
解
明
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

木
簡
の
釈
文
、
検
討
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
の
岡
宏
三
、

平
石
充
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
木
簡
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
、
山
中

章

「考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」
（本
誌
一
四
号
　
一
九
九
二
年
）、
水
沢
教

子

「屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
製
作
技
法
と
廃
棄
方
法
」
令
長
野
県
屋
代
遺
跡
群

出
土
木
簡
』
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（岸
　
道
三
）
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天神遺跡木簡の製作技法
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